
第
八
章　

生
き
る
力
の
育
成
と
心
の
教
育
の
充
実

第
一
節
　
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
と
新
た
な
防
災
教
育
の
展
開

一　

震
災
か
ら
の
教
育
の
復
旧
復
興

甚
大
な
被
害
を

受
け
た
学
校

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
月
十
七
日
未
明
に
発
生
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
は
、
児
童
生
徒
や
学
校

施
設
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　
兵
庫
県
の
児
童
生
徒
等
の
死
亡
者
数
は
、
幼
稚
園
児
三
八
人
、
小
学
生
一
六
五
人
、
中
学
生
八
五
人
、
高
校
生
六
五
人
、

盲も
う
・
聾ろ

う
・
養
護
学
校
生
四
人
の
三
五
七
人
。
そ
れ
に
専
修
・
各
種
学
校
生
一
四
人
、
大
学
・
短
大
生
一
一
〇
人
を
加
え
る
と
、

計
四
八
一
人
に
も
上
る
。
神
戸
市
を
中
心
に
、
西
宮
市
や
芦
屋
市
な
ど
の
阪
神
地
域
、
さ
ら
に
震
源
に
近
い
淡
路
地
域
で
も
犠

牲
者
が
出
た
。
ま
た
、
教
職
員
の
死
亡
者
数
は
、
幼
稚
園
四
人
、
小
学
校
一
一
人
、
中
学
校
三
人
、
高
等
学
校
四
人
、
盲・聾・

養
護
学
校
一
人
、
専
修
・
各
種
学
校
六
人
、
大
学
・
短
大
一
一
人
の
計
四
〇
人
で
あ
る
。

　
親
や
家
族
を
亡
く
し
た
児
童
生
徒
は
、
公
立
の
学
校
園
に
限
っ
て
も
、
両
親
と
も
に
亡
く
し
た
子
ど
も
は
三
八
人
、
そ
の
い

ず
れ
か
を
失
っ
た
子
ど
も
二
四
五
人
、
兄
弟
姉
妹
や
祖
父
母
を
亡
く
し
た
子
ど
も
は
六
〇
七
人
。
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
上
で
、
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心
身
と
も
に
大
き
な
痛
手
を
受
け
た
子
ど
も
た

ち
が
多
数
い
た
の
で
あ
る
。

　
学
校
の
施
設
も
ま
た
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

県
立
学
校
一
七
四
校
の
う
ち
一
五
二
校
（
八
七・

四
％
）
に
被
害
が
あ
り
、
建
て
替
え
が
必
要
な

学
校
は
一
一
校
、
復
興
費
が
お
お
む
ね
一
億
円

以
上
必
要
な
大
規
模
被
災
は
八
校
も
あ
っ
た
。

被
害
額
の
概
算
は
一
四
一
億
円
で
あ
っ
た
。
一

方
、
県
内
の
市
町
立
学
校
一
八
三
〇
校
中
、
被

災
し
た
の
は
九
四
四
校
（
五
一
・
六
％
）
で
、

建
て
替
え
が
必
要
な
学
校
は
四
三
校
、
大
規
模
被
災
は
二
六
校
で
、
同
じ
く
被
害
額

の
概
算
は
一
七
〇
五
億
円
に
も
上
っ
た
。

児
童
生
徒
の
転
校
は

二
万
五
〇
〇
〇
人

被
災
し
た
児
童
生
徒
た
ち
の
中
に
は
、
倒
壊
や
焼
失
等
に
よ
っ
て
自
宅
に
住
め
な
く
な
っ
た
、
保
護
者・

家
族
が
被
災
し
た
、
あ
る
い
は
学
校
が
損
壊
す
る
な
ど
し
て
授
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
等
の
理
由
に

よ
っ
て
、
や
む
を
得
ず
被
災
地
か
ら
県
内
や
全
国
各
地
の
学
校
に
転
校
す
る
者
も
多
か
っ
た
。

　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
（
以
下
、
県
教
委
）
に
よ
る
県
内
公
立
小
・
中
学
校
分
の
調
査
で
は
、
平
成
七
年
二
月
十
四
日
を
ピ
ー

ク
と
し
て
、
二
万
四
九
四
七
人
の
児
童
生
徒
が
転
出
し
た
。
転
校
先
は
、
兵
庫
県
内
の
他
校
に
九
三
四
二
人
、
次
い
で
大
阪
府

表 91　県内児童生徒等の死亡者数（平成7年3月31日現在）

区分 市 幼稚
園児 小学生 中学生 高校生 盲聾養護

学校生 計

神戸 神戸市 4 108 47 24 4 187
阪神 西宮市

芦屋市
伊丹市
宝塚市

1
3
0
0

35
12
1
2

20
7
0
4

3
12
0
1

0
0
0
0

59
34
1
7

淡路 0 4 3 1 0 8
私学 30 3 4 24 0 61
計 38 165 85 65 4 357

（『阪神・淡路大震災復興誌』より作成）

写真 244　�震災直後の火災で校舎が焼失した神戸市
立烏帽子中学校
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五
九
三
九
人
、
京
都
府
九
九
〇
人
、
岡
山
県
七
六
三
人
な
ど
と
続
き
、
全
国
の
四
七
都
道
府
県
の
公
立
学
校
に
広
が
る
。

　
県
教
委
の
転
出
動
向
調
査
に
よ
る
と
、
約
一
年
半
後
の
平
成
八
年
七
月
一
日
に
は
、
転
出
し
た
児
童
生
徒
は
ピ
ー
ク
時
の
三

分
の
一
以
下
の
七
一
五
一
人
に
減
っ
た
。
内
訳
は
県
内
四
〇
九
四
人
、

大
阪
府
一
四
一
一
人
、
奈
良
県
一
八
一
人
、
京
都
府
一
五
五
人
な
ど

で
あ
る
。

　
ま
た
、
県
教
委
が
平
成
八
年
五
月
に
行
っ
た
「
児
童
、
生
徒
の
通

学
実
態
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
自
宅
外
、
校
区
外
か
ら
元
の

学
校
に
通
学
す
る
児
童
生
徒
は
八
二
六
〇
人
。
こ
の
う
ち
五
七
五
三

人
が
校
区
外
ま
た
は
区
域
外
か
ら
の
通
学
で
あ
る
。
住
ま
い
別
で
は
応
急
仮
設
住
宅
か

ら
が
二
九
四
〇
人
、
親
戚
・
知
人
宅
等
か
ら
が
九
四
七
人
、
そ
の
他
（
借
り
上
げ
住
宅

に
仮
住
ま
い
、
家
族
が
分
散
し
て
居
住
な
ど
）
四
三
七
三
人
と
な
っ
て
い
る
。
震
災
か
ら

一
年
半
近
く
経
過
し
た
時
点
に
お
い
て
も
、
な
お
八
〇
〇
〇
人
を
超
す
児
童
生
徒
た
ち

が
自
宅
か
ら
通
学
で
き
ず
、
応
急
仮
設
住
宅
な
ど
の
仮
住
ま
い
か
ら
の
通
学
を
強
い
ら

れ
て
い
た
。

避
難
所
と
な
っ

た
学
校
で
は

震
災
の
発
生
直
後
か
ら
、
被
災
し
た
多
く
の
住
民
は
近
く
の
学
校
に

避
難
し
た
。
一
月
二
十
三
日
の
ピ
ー
ク
時
に
は
全
避
難
者
三
一
万
六

六
七
八
人
の
う
ち
、
学
校
に
は
六
〇
％
弱
の
一
八
万
人
余
が
押
し
寄
せ
た
。
学
校
は
、

写真 245　�広がる黒煙を見上
げる避難者たち（神
戸市立御蔵小学校）

写真 246　�学校の体育館は避難者でいっぱい
（北淡町立育波小学校）
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広
い
運
動
場
や
体
育
館
な
ど
に
多
人
数
を
収
容
で
き
、
ま
た
地
域
住
民
の
多
く
が
知
っ
て
い
る
場
所
で
あ
る
た
め
、
避
難
所
と

し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
避
難
所
と
し
て
の
学
校
は
、
避
難
者
の
生
活
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
救
護
所
や
遺
体
安
置
所
と
い
っ
た
役
割
も
果

た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
救
援
物
資
の
保
管
場
所
や
情
報
共
有
・
交
換
の
場
（
行
政
か
ら
の
連
絡
、
尋
ね
人
等
の
掲
示
等
）、

自
衛
隊
の
駐
屯
地
に
も
な
り
、
し
ば
ら
く
後
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
宿
泊
場
所
に
も
な
る
な
ど
、
学
校
は
震
災
に
お
い
て
非
常

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
よ
う
。

避
難
所
運
営
で
奮
闘
す
る
教
職
員

　
避
難
所
の
運
営
に
お
い
て
教
職
員
は
、
本
来
の
職
務
を

超
え
て
大
い
に
活
躍
し
た
。
一
例
と
し
て
、
芦
屋
市
立
精

道
中
学
校
の
教
職
員
が
避
難
所
で
ど
う
活
動
し
た
か
を
紹

介
し
て
お
こ
う
（
県
教
委
『
震
災
を
越
え
て
』）。

〔
第
一
期
：
一
月
十
七
日
～
一
月
二
十
六
日
〕

　
こ
の
時
期
、
避
難
所
は
被
災
直
後
で
も
あ
り
混
乱
を
極

め
て
い
た
。
そ
の
た
め
教
職
員
は
避
難
所
の
あ
ら
ゆ
る
仕

事
を
請
け
負
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
「
教
員
が
中
心
と
な
り
、
避
難
所
の
あ
ら
ゆ
る
世
話
に

没
頭
し
た
。
対
策
本
部
か
ら
届
く
食
糧
、
水
、
雑
貨
等
の

生
活
必
需
物
資
の
校
内
運
搬
と
保
管
、
必
要
物
資
の
配
分
、

ト
イ
レ
の
清
掃
、
ゴ
ミ
処
理
、
避
難
場
所
の
確
保
、
避
難

所
内
の
人
々
へ
の
伝
達
、
相
互
の
伝
言
、
安
否
確
認
等
の

放
送
・
掲
示
、
避
難
者
苦
情
処
理
等
々
の
仕
事
が
あ
っ
た
。

教
員
は
、
こ
の
間
に
生
徒
の
安
否
、
消
息
を
把
握
し
た
り
、

校
舎
の
状
態
の
見
回
り
等
を
行
っ
た
」

〔
第
二
期
：
一
月
二
十
七
日
～
二
月
二
日
〕

　
被
災
後
一
〇
日
が
経
っ
て
、
学
校
に
避
難
し
て
い
る
人
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た
ち
の
生
活
に
も
よ
う
や
く
一
定
の
落
ち
着
き
が
生
ま
れ
、

教
員
の
支
援
を
受
け
て
避
難
者
自
ら
避
難
所
の
運
営
を
行

う
よ
う
に
な
り
、
教
員
は
学
校
本
来
の
姿
で
あ
る
授
業
再

開
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
「
校
長
が
避
難
所
内
を
回
っ
て
班
分
け
を
行
い
、
班
長

を
決
め
て
、
班
長
会
議
を
組
織
し
た
。
仕
事
の
分
担
を
行

い
、
避
難
者
自
身
が
作
業
に
取
り
組
む
よ
う
指
導
。
毎
晩

八
時
に
教
員
主
導
で
班
長
会
議
を
開
催
。
班
ご
と
に
毎
日

の
仕
事
の
分
担
を
決
め
さ
せ
た
。
班
の
仕
事
は
、
食
事
の

配
分
、
衣
料
等
の
日
用
品
の
配
分
、
清
掃
、
風
呂
当
番
、

物
品
管
理
等
で
あ
っ
た
」

〔
第
三
期
：
二
月
三
日
～
卒
業
式
〕

　
「
学
校
は
二
月
二
日
に
授
業
を
再
開
し
た
。
こ
の
時
期

は
、
避
難
者
た
ち
が
決
定
を
行
い
、
教
員
の
手
を
離
れ
て

自
主
的
運
営
を
行
う
時
期
で
も
あ
っ
た
」

　
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
他
市
か
ら
の
応
援
職
員
の
力
を

借
り
つ
つ
、
避
難
者
は
自
主
的
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
卒
業
式
以
降
は
、
管
理
職
以
外
は
避
難
所
運
営

に
か
か
わ
ら
ず
、
教
員
は
よ
う
や
く
本
来
の
仕
事
に
戻
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
市
外
に
転
出
し
た
生
徒
と
の
連
絡
や

転
出
手
続
き
等
、
例
年
に
は
な
い
用
務
に
追
わ
れ
る
年
度

末
と
な
っ
た
。

　
児
童
生
徒
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
後
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
り
、
ご
く
自
然
な
形
で
多
く
の
人
々
が
活
動
に
携
わ
る
契
機
と
な
っ
た
。

　
特
に
若
い
人
た
ち
の
活
動
が
注
目
さ
れ
た
が
、
そ
の
最
初
は
、
被
災
者
が
被
災
者
を
支
援
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
避

難
所
で
は
、
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
交
じ
っ
て
多
く
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
た
ち
が
避
難
所
運
営
に
様
々
な
形
で
関
わ
っ

て
い
た
。
救
援
物
資
の
仕
分
け
・
運
搬
、
炊
き
出
し
等
の
手
伝
い
、
避
難
所
の
電
話
対
応
や
呼
出
し
放
送
、
弁
当
の
配
布
、
簡
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易
ト
イ
レ
の
清
掃
、
飲
料
水
の
運
搬
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
相
手
や
学
習
の
支
援
な

ど
様
々
で
あ
る
。

　
や
が
て
、
被
災
地
以
外
の
学
校
か
ら
も
、
生
徒
会
や
部
活
動
の
生
徒
た
ち
が
教
員

に
引
率
さ
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
支
援
の
輪
は
次
第

に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
熱
心
な
活
動
は
、
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
た
人
々
に
明
る
さ
を
呼
び
起
こ
し
、
被
災
地
の
「
心
の
復
興
」
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
組
の
数
々
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
果
た
す
意
義
や
役
割
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
教
育
の
必
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
震
災
以
降
、
各

学
校
で
は
校
外
で
の
清
掃
活
動
、
施
設
の
慰
問
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
な
ど
体
験
活
動
を
取
り
入
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
工
夫
し
て
実
施
し
た
。
県
教
委
は
そ
れ
を
支
援
す
る
た
め
に
、
高
等
学
校
の
学
校
設
定
科
目
と
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実

践
」
を
新
設
し
、
教
育
課
程
の
正
式
な
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

学
校
再
開
に

向
け
た
努
力

震
災
後
半
年
が
経
過
し
た
平
成
七
年
七
月
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
兵
庫
県
災
害
対
策
本
部
が
出
し
た
『
阪
神
・

淡
路
大
震
災
─
兵
庫
県
の
一
カ
月
の
記
録
』
に
は
、
学
校
教
育
に
関
し
て
講
じ
ら
れ
た
様
々
な
応
急
対
策
が

報
告
さ
れ
て
い
る
（
表
92
）。

　
ま
た
、
被
災
し
た
児
童
生
徒
等
へ
の
支
援
対
策
も
多
面
的
に
行
わ
れ
た
。
①
県
立
高
校
等
や
県
立
大
学
の
授
業
料
等
の
免
除
、

②
日
本
育
英
会
奨
学
生
へ
の
応
急
採
用
、
③
教
科
書
等
学
用
品
の
供
与
、
④
入
試
日
程
の
変
更
な
ど
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
へ

写真 247　�食料を渡すこどもボランティア�
（神戸市立明親小学校）
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の
対
応
、
⑤
大
学
入
試
の
取
扱
い
（
県
立
大
学
特
例
入
試
、
入
学
考
査
料
の
免
除
）、
⑥
授
業
料
や
入
学
料
等
へ
の
補
助
な
ど
私
立

学
校
の
児
童
生
徒
へ
の
支
援
等
で
あ
る
。
様
々
な
対
応
が
、
即
座
に
求
め
ら
れ
た
被
災
一
カ
月
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
間
、
被
災
地
の
学
校
で
は
そ
の
多
く
が
避
難
所
と
な
っ
た
た
め
に
、
学
校
と
避
難
所
の
共
存
を
図
り
な
が
ら
、
工
夫
と

努
力
を
積
み
重
ね
て
、
順
次
授
業
を
再
開
し
て
い
っ
た
。
震
災
当
日
に
五
五
九
校
を
数
え
た
休
校
は
数
日
後
に
は
半
減
し
、
さ

ら
に
二
月
上
中
旬
に
は
激
減
し
て
二
月
二
十
四
日
に
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
学
校
関
係
者
の
懸
命
な
努
力
が
あ
っ
た
。
損

壊
の
大
き
か
っ
た
学
校
で
は
他
校
に
移
動
し
て
の
授
業
再
開
、
使
用
で
き
る
教
室
が

足
り
な
い
た
め
に
午
前
中
の
み
の
短
縮
授
業
や
午
前
・
午
後
の
二
部
授
業
、
学
級
を

再
編
成
し
た
多
人
数
授
業
な
ど
、
多
様
な
手
立
て
が
講
じ
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
努
力
の
中
で
、
県
立
高
校
で

は
二
月
十
日
の
湊
川
高
等
学
校
が
最
後
の
再

開
と
な
っ
た
。
市
町
立
学
校
に
お
い
て
は
、

震
災
か
ら
一
カ
月
後
の
二
月
十
七
日
の
時
点

で
は
、
神
戸
市
の
一
九
小
学
校
、
一
高
校
、

三
養
護
学
校
と
、
西
宮
市
の
一
養
護
学
校
が

休
校
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
学
校
は
短

縮
授
業
等
で
、
何
と
か
教
育
機
能
を
回
復
し

て
い
っ
た
。

写真 248　�廊下にも机を並べて勉強する児童
（尼崎市立武庫南小学校）

表 92　震災後1カ月間の応急対策（学校教育分野）

1 学校の休校措置
2 被災した児童生徒の転校手続き
3 仮設校舎の建築着工
4 避難場所となった学校での被災者への対応と授業の確保
5 盲・聾・養護学校の児童生徒の緊急避難対策
6 県立高校生徒の通学対策
7 県立高校教職員の通勤対策
8 避難住民の多い県立学校への教職員の派遣
9 私立学校等への応急支援

（『阪神・淡路大震災-兵庫県の一カ月の記録』より作成）
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な
か
で
も
、
盲
学
校
や
聾
学
校
、
養
護
学
校
の
再
開
に
は
、
普
通
校
以
上
に
多
く
の
困
難
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
学
校
の
児

童
生
徒
は
広
域
に
住
ん
で
い
る
た
め
、
道
路
の
遮
断
や
交
通
渋
滞
な
ど
に
よ
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
自
家
用
車
に
よ
る
登
校
が

ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
肢
体
不
自
由
の
児
童
生
徒
は
そ
の
多
く
が
別
の
身
体
的
虚
弱
の
要
因
を
併
せ
持
っ
て
お
り
、
体

温
調
整
の
面
か
ら
も
暖
房
が
欠
か
せ
ず
、
厳
冬
期
の
通
学
や
学
習
に
は
危
険
性
が
生
じ
た
。
さ
ら
に
、
心
身
障
害
児
童
生
徒
に

と
っ
て
重
要
な
日
常
の
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
さ
れ
た
こ
と
で
心
の
安
定
を
失
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
二
月
下
旬
の
学
校
再
開
ま
で

に
は
、
教
職
員
に
よ
る
安
否
確
認
、
家
庭
と
の
連
絡
、
訪
問
指
導
な
ど
の
努
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

分
校
方
式
の
授
業
再
開
と
仮
設
校
舎
─
県
立
兵
庫
高
等
学
校

　
震
災
か
ら
二
カ
月
半
が
経
過
し
た
平
成
七
年
三
月
三
十

一
日
で
も
、
な
お
多
く
の
地
域
住
民
が
近
隣
の
学
校
に
避

難
し
て
い
た
。
神
戸
市
内
の
県
立
高
校
で
も
同
様
で
、
兵

庫
の
一
一
〇
〇
人
を
筆
頭
に
、
夢
野
台
四
〇
〇
人
、
御
影

三
八
〇
人
な
ど
七
校
で
二
五
四
五
人
、
阪
神
間
で
は
唯
一

芦
屋
に
二
五
七
人
。
合
計
八
校
で
二
八
〇
二
人
を
受
け
入

れ
て
い
た
。
多
く
は
体
育
館
で
あ
っ
た
が
、
避
難
者
の
多

い
兵
庫
で
は
三
四
教
室
を
、
長
田
も
一
四
教
室
、
御
影
一

〇
教
室
、
夢
野
台
一
教
室
を
提
供
し
て
い
た
。
さ
ら
に
そ

の
一
カ
月
後
、
新
学
期
に
入
っ
た
四
月
二
十
八
日
現
在
で

も
、
全
避
難
者
四
万
四
九
七
三
人
の
う
ち
六
二
％
の
二
万

七
九
七
一
人
が
小
・
中
・
高
校
な
ど
に
避
難
を
続
け
て
い

た
。

　
こ
れ
ら
避
難
者
の
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
の
教
室
を
提
供

し
た
兵
庫
（
長
田
区
）
で
は
、
勉
学
の
場
を
確
保
す
る
た

め
に
は
他
校
の
教
室
を
借
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
神
戸
電
鉄
が
一
部
復
旧
し
た
二
日
後
の
二
月
八
日
、

一
年
生
が
神
戸
甲
北
高
等
学
校
（
北
区
）、
二
年
生
が
鈴
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蘭
台
高
等
学
校
（
北
区
）
の
校
舎
に
間
借
り
し
て
授
業
を

再
開
す
る
と
い
う
分
校
方
式
を
採
っ
た
。
二
月
に
な
る
と
、

各
校
の
三
年
生
は
自
宅
学
習
と
な
り
、
三
年
生
の
教
室
が

空
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
四
月
の
新
学
期
を
迎
え
る
と
、
間
借
り
先
の

二
校
と
も
三
学
年
が
揃
う
た
め
に
、
教
室
は
自
校
生
用
に

必
要
と
な
り
、
兵
庫
は
再
度
の
移
転
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。
か
く
し
て
四
月
か
ら
の
授
業
は
、
鈴
蘭
台
西
高
等

学
校
（
北
区
）
の
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建
て
た
仮
設
校
舎

校
で
の
開
始
と
な
っ
た
。
た
だ
、
仮
設
校
舎
は
普
通
教
室

と
管
理
棟
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
、
特
別
教
室
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
等
は
鈴
蘭
台
西
と
共
用
す
る
と
い
う
、
不
自
由
な
学
校

生
活
で
あ
っ
た
。

　
避
難
者
が
少
な
く
な
っ
た
六
月
に
な
っ
て
、
先
に
三
年

生
が
本
校
に
戻
り
、
九
月
二
十
六
日
に
は
一
・
二
年
生
も

戻
っ
て
、
よ
う
や
く
全
校
生
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
。
翌
平
成

八
年
二
月
十
四
日
、
避
難
者
全
員
が
学
校
か
ら
退
去
し
、

同
校
は
避
難
所
と
し
て
の
長
い
使
用
が
終
わ
っ
た
の
で
あ

る
。

　
二　

県
内
私
学
の
震
災
復
興

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
神
戸
市
や
阪
神
間
に
多
く
立
地
す
る
私
学
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
私
学
だ
け
で
も
、
幼

稚
園
児
三
〇
人
、
小
学
生
三
人
、
中
学
生
四
人
、
高
校
生
二
四
人
、
専
修
学
校
・
各
種
学
校
生
一
四
人
の
七
五
人
、
教
職
員
八

人
の
計
八
三
人
が
そ
の
犠
牲
と
な
っ
た
。
各
学
校
園
の
施
設
損
壊
の
被
害
総
額
は
四
一
〇
億
円
に
も
上
っ
た
。

　
以
下
、
兵
庫
県
私
学
総
連
合
会
『
創
立
五
〇
周
年
記
念
誌　
兵
庫
私
学
』（
平
成
十
二
年
十
一
月
）
に
依
拠
し
な
が
ら
、
各
学

校
の
壮
絶
な
奮
闘
ぶ
り
を
振
り
返
る
。
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私
学
は
児
童
生
徒
の
通
学
圏
が
広
い
た
め
に
、
安
否
確
認
は
困
難
を
極
め
た
。
回

線
の
不
通
、
生
徒
宅
の
家
屋
倒
壊
、
避
難
所
や
親
戚
等
へ
の
避
難
な
ど
に
よ
っ
て
電

話
は
通
じ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
教
職
員
が
手
分
け
し
て
バ
イ
ク
や
自

転
車
、
徒
歩
な
ど
で
家
庭
訪
問
を
行
っ
た
。
ま
た
、
駅
や
避
難
所
、
教
会
な
ど
へ
の

ビ
ラ
の
掲
示
や
、
ラ
ジ
オ
・
新
聞
な
ど
の
「
安
否
情
報
」
欄
を
利
用
し
て
学
校
に
連

絡
す
る
よ
う
求
め
た
。
安
否
確
認
作
業
は
、
地
震
発
生
か
ら
一
週
間
後
に
は
中
高
五

二
校
中
二
八
校
で
終
了
、
二
週
間
後
に
は
四
六
校
で
終
わ
り
、
三
週
間
目
の
二
月
七

日
で
完
了
し
た
。

　
私
立
学
校
は
指
定
の
避
難
所
で
は
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
被
災
者
が
学
校
に
避
難

し
て
き
た
。
同
誌
の
記
録
で
避
難
者
数
の
多
い
順
に
並
べ
る
と
、
育
英
約
七
〇
〇
人
、

神
戸
野
田
約
五
三
〇
人
、
神
戸
海
星
女
子
学
院
・
神
戸
常
盤
女
子
・
甲
南
女
子
は
と

も
に
約
五
〇
〇
人
、
仁
川
学
院
約
四
五
〇
人
な
ど
と
続
く
。
ま
た
、
遺
体
安
置
所
と

し
て
も
使
用
さ
れ
た
の
は
、
神
戸
村
野
工
業
約
六
七
〇
体
、
灘
約
二
〇
〇
体
、
松
蔭

約
八
〇
体
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
自
衛
隊
の
駐
屯
地
と
し
て
、
神
戸
海
星
女
子
学
院

と
神
戸
村
野
工
業
が
場
所
を
提
供
し
た
。

　
授
業
再
開
に
は
、
神
戸
市
内
や
阪
神
間
な
ど
学
校
の
立
地
条
件
、
通
学
手
段
で
あ
る
鉄
道
等
交
通
機
関
の
復
旧
状
況
や
、
校

舎
・
学
校
施
設
イ
ン
フ
ラ
（
水
道
）
な
ど
の
被
害
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
生
じ
た
。
一
カ
月
以
内
に
高
等
学
校
五
二

表 93　私立学校の被害状況（平成7年11月現在）

被害区分 幼稚園 小中高 専修・
各種学校 合計

人的
被害

園児・生徒 30 31 14 75人
教職員 2 0 6 8人

物的
被害

全壊・大規模被害 16 8法人 19 8法人35校園
半壊・相当程度 39 20法人 14 20法人53校園
一部損壊 155 21法人 124 21法人279校園

計 210 49法人 157 49法人367校園
（参考：学校園総数）（255園）（52法人） （226校）（52法人481校園）

被害金額 40億円 290億円 80億円 410億円
（『私立学校概覧』より作成）

第三編　阪神・淡路大震災と創造的復興

658



校
中
四
七
校
で
授
業
を
再
開
し
た
が
、
全
て
の
学
校
で
授
業
が
正
常
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
学
期
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
私
学
に
と
っ
て
一
月
、
二
月
は
入
学
試
験
の
実
施
に
向
け
て
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
が
、
試
験
が
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ

た
た
め
、
校
長
会
を
開
い
て
、
高
校
は
二
月
二
十
六
日
、
中
学
校
は
三
月
一
日
に
統
一
し
て
入
学
試
験
を
実
施
し
た
。
学
校
に

よ
っ
て
は
、
筆
記
試
験
の
中
止
・
書
類
選
考
の
実
施
や
校
舎
損
壊
に
よ
る
学
外
試
験
会
場
の
設
置
、
試
験
開
始
時
刻
の
変
更
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

　
卒
業
式
は
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、外
部
施
設
や
運
動
場
、特
別
教
室
で
実
施
し
た
学
校
も
あ
っ

た
。
な
お
、
震
災
の
た
め
に
死
亡
し
た
児
童
生
徒
の
各
学
年
の
修
了
や
卒
業
に
つ
い
て
は
、
一
月
二
十
七
日
付
け
文
部
省
通
知

に
よ
っ
て
認
定
が
行
わ
れ
た
。

　
一
月
二
十
五
日
、
兵
庫
県
私
立
中
学
・
高
等
学
校
連
合
会
は
、
災
害
復
旧
に
係
る

補
助
制
度
の
拡
充
な
ど
を
求
め
る
「
兵
庫
県
南
部
地
震
に
係
る
緊
急
要
望
書
」
を
文

部
省
や
大
蔵
省
、
兵
庫
県
な
ど
に
提
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
は
私
立
学
校
施
設
災

害
復
旧
費
補
助
一
六
七
・
七
億
円
を
は
じ
め
と
す
る
総
額
三
〇
二
・
七
億
円
を
補
正

予
算
で
措
置
し
た
。
な
お
、
私
立
学
校
施
設
の
災
害
復
旧
に
関
す
る
国
庫
補
助
は
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
加
え
、
学
校
法
人
立
の
専
修
学
校
、
外

国
人
学
校
も
そ
の
対
象
と
な
っ
た
。
ま
た
、
県
は
経
常
費
補
助
の
前
倒
し
交
付
を
行

う
こ
と
と
し
、
二
月
に
三
四
億
円
、
六
月
に
三
五
億
円
を
交
付
し
た
ほ
か
、
授
業
料

写真 249　�同級生の遺影とともに卒業（神戸国
際大学附属高等学校）（兵庫県私学
総連合会提供）

第八章　生きる力の育成と心の教育の充実

659



軽
減
や
教
育
活
動
復
旧
な
ど
の
特
別
対
策
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
国
・
県
の

支
援
を
補
完
す
る
た
め
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
基
金
に
お
い
て
、
私
立

学
校
に
対
す
る
仮
設
校
舎
補
助
事
業
や
復
興
支
援
利
子
補
給
事
業
な
ど
の
復

興
支
援
事
業
が
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会

等
多
く
の
団
体
・
個
人
か
ら
支
援
金
・
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
復
興
へ
の
大

き
な
力
と
な
っ
た
。

　
表
94
は
、
国
庫
補
助
金
を
申
請
し
て
校
舎
・
施
設
の
復
旧
に
当
た
っ
た
私

立
学
校
の
進
捗
状
況
で
あ
る
。
八
二
％
の
二
二
四
校
は
平
成
七
年
度
中
に
工

事
を
終
え
た
も
の
の
、
八
年
度
、
さ
ら
に
は
九
年
度
末
ま
で
か
け
て
、
よ
う

や
く
全
校
の
復
旧
が
完
了
し
た
。

三　

震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
新
た
な
防
災
教
育

「
防
災
教
育
検
討
委
員
会
」

の
提
言
と
理
念
の
具
体
化

県
教
委
は
、
学
校
教
育
の
復
旧
を
急
ぐ
一
方
で
、
震
災
三
カ
月
後
の
平
成
七
年
四
月
に
は
、
震
災

の
教
訓
を
生
か
し
た
新
た
な
防
災
教
育
の
在
り
方
の
構
築
を
目
的
に
、「
防
災
教
育
検
討
委
員
会
」

（
委
員
長
：
河か

わ
合い

隼は
や

雄お

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）
を
設
置
し
た
。
こ
の
一
カ
月
前
に
は
被
災
地
の
小
学
校
六
校
、
中
学
校

六
校
、
盲
学
校
一
校
、
高
校
二
校
を
防
災
教
育
協
力
校
に
指
定
し
た
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、「
学
校
が
果
た
す
役
割
と
防
災
機
能
」「
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
の
充
実
」「
被
災
児
童
生
徒
の
心
の

表 94　私立学校施設の復旧状況

国庫補助
金申請校
数

復旧状況
平成7年
度末まで
に完了

平成8年
度末まで
に完了

平成9年
度末まで
に完成

大学 21 14 4 3
短期大学 20 16 4 0
高等学校 41 27 11 3
中学校 24 15 6 3
小学校 7 5 2 0
幼稚園 114 107 7 0
専修学校 29 27 2 0
各種学校 16 13 3 0
合計 272 224 39 9

（『私立学校概覧』より作成）
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ケ
ア
」
を
三
つ
の
柱
と
し
て
、
各
部
会
に
分
か
れ
て
検
討
を
行
っ
た
。
震
災
で
の
教
育
活
動
の
記
録
と
検
証
を
通
し
て
、
課
題

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
十
月
に
は
、
委
員
会
で
最
終
提
言
「
兵
庫
の
教
育
の
復
興
に
向
け
て
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
主
な
内
容
は
、「
一
、
災
害
時

に
お
け
る
学
校
が
果
た
す
役
割
と
防
災
機
能
の
強
化
」「
二
、
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
の
充
実
」「
三
、
心
の
健
康
管
理
」
の

三
項
目
か
ら
成
る
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
「
二
、
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
の
充
実
」
に
は
四
つ
の
提
言
が
あ
り
、「
⑴
学
校
防
災
体
制
の
整
備
・

充
実
」
に
続
い
て
「
⑵
新
た
な
防
災
教
育
の
推
進
」
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
「
新
た
な
防
災
教
育
」
と
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
学
ん
だ
多
く
の
教
訓
や
示
唆
を
生
か
し
、
人
間
教
育
を
原
点
に
据
え
た
広
義
の
防
災
教
育
を
意
味
し
て
お
り
、
従
来
の
安

全
教
育・防
災
教
育
と
区
別
す
る
た
め
に
名
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、「
⑶
震
災
体
験
を
生
か
し
た
教
育
の
推
進
」
の
項
に
は
「
生

き
る
力
を
育
む
」
と
い
う
重
要
な
理
念
も
提
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
今
回
の
震
災
で
は
国
内
外
か
ら
延
べ
一
三
〇
万
人
を
超
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
た
が
、
こ
の
提
言
に
お
い
て
も
「
⑷
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
教
育
の
推
進
」
の
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
の
一
層
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
最
終
提
言
「
兵
庫
の

教
育
の
復
興
に
向
け
て
」
の
随
所
に
、
後
の
兵
庫
県
教
育
の
根
幹
を
成
す
理
念
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
検
討
委
員
会
の
提
言
を
受
け
、平
成
八
年
七
月
か
ら
は
「
防
災
教
育
推
進
協
議
会
」（
座
長：徳と

く
山や

ま

明あ
き
ら

兵
庫
教
育
大
学
教
授
）

が
設
置
さ
れ
、「
新
た
な
防
災
教
育
」
の
理
念
の
具
体
化
、
そ
の
推
進
の
た
め
の
効
果
的
・
具
体
的
な
方
策
が
協
議
さ
れ
た
。

十
月
に
は
報
告
書
「
学
校
に
お
け
る
新
た
な
防
災
教
育
の
推
進
を
め
ざ
し
て
」
が
提
出
さ
れ
た
。

　
図
125
は
、
平
成
八
年
度
の
防
災
教
育
推
進
体
系
表
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
こ
の
体
系
表
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
諸
施
策
が
展

第八章　生きる力の育成と心の教育の充実

661



開
さ
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
被
災

し
た
児
童
生
徒
に
対
す
る
心
の
ケ
ア

を
担
当
す
る「
教
育
復
興
担
当
教
員
」

が
平
成
八
年
度
に
は
二
〇
七
人
配
置

さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
平
成
十
二
年
度

に
「
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
（
Ｅ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）」
の
発
足
、
十
四
年
度
に

は
県
立
舞
子
高
校
に「
環
境
防
災
科
」

の
設
置
な
ど
、
新
た
な
防
災
教
育
の

取
組
も
加
わ
っ
て
い
く
。

　
さ
ら
に
平
成
九
年
度
に
は
、「
防

災
教
育
推
進
会
議
」（
座
長
：
徳
山
明
兵
庫
教
育
大
学
教
授
）
が
置
か
れ
て
検
討
を
重
ね
た
。
そ
の
成
果
に
基
づ
い
て
、
兵
庫
県
防

災
教
育
の
指
針
と
し
て
、
平
成
十
年
三
月
、「
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
な
お
、
平
成
十
年
度
以
降
は
「
防

災
教
育
推
進
連
絡
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
年
三
回
（
十
二
年
度
以
降
は
年
二
回
）、
会
議
を
定
例
的
に
開
催
し
て
、
学
校
と
市
町

の
防
災
部
局
等
と
の
連
携
強
化
や
、「
新
た
な
防
災
教
育
」
実
践
上
の
課
題
の
整
理
と
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
以
下
で
は
、
兵
庫
県
独
自
の
取
組
と
し
て
、
そ
の
成
果
を
全
国
に
発
信
し
て
い
る
代
表
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
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震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム

（
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）
の
創
設

防
災
教
育
副
読

本
等
の
発
行

県
教
委
は
、
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
学
校
に
お
け
る
安
全
教

育
の
充
実
、
生
命
の
大
切
さ
や
人
間
と
し
て
の
在
り
方
・
生
き

方
を
考
え
さ
せ
る
学
習
を
継
続
的
・
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
補
助
教

材
と
し
て
の
防
災
教
育
副
読
本
や
実
践
事
例
集
を
作
成
し
た
。

　
こ
れ
ら
副
読
本
の
構
成
は
四
つ
の
柱
と
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
。
①
人
間
と
し
て
の
在
り
方
・
生
き
方
に
迫
る
（
生
命
の
尊
重
・
人
間
と
の
ふ
れ

あ
い
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
）、
②
自
然
的
社
会
的
要
因
を
つ
か
む
（
自
然
的
事
象
・

社
会
的
事
象
）、
③
今
後
の
防
災
体
制
を
考
え
る
（
地
域
の
防
災
体
制
づ
く
り
）、
④

防
災
行
動
を
と
る
（
防
災
行
動
）
で
あ
る
。

　
内
容
は
時
間
的
経
過
に
沿
っ
た
題
材
配
列
や
紙
面
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
被
災

地
内
外
か
ら
写
真
や
作
文
、
資
料
を
集
め
る
と
と
も
に
、
絵
画
作
品
、
体
験
記
、

新
聞
記
事
、
統
計
資
料
も
収
め
ら
れ
た
。
ま
た
震
災
後
の
課
題
も
取
り
上
げ
、
困
難
に
く
じ
け
な
い
姿
、
希
望
を
持
っ
て
生
き

よ
う
と
す
る
作
文
や
写
真
が
採
用
さ
れ
た
。

震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム

（
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）
の
創
設

平
成
十
二
年
四
月
、
県
教
委
は
、
震
災
時
に
受
け
た
全
国
か
ら
の
支
援
に
報
い
る
た
め
、
県
内
外

に
お
い
て
震
災
な
ど
の
災
害
が
あ
っ
た
場
合
に
学
校
再
開
を
支
援
す
る
、
教
職
員
に
よ
る
組
織
（
Ｅ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）
を
立
ち
上
げ
た
。
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
（Em

ergency And Rescue Team
 by school staff in H

yogo

）
は
被
災
地
で
学
校
の

復
旧
支
援
に
当
た
る
と
と
も
に
、
平
時
に
は
防
災
教
育
の
研
修
会
で
講
師
を
務
め
た
り
、
学
校
と
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携

写真 250　�防災教育副読本『明日に生きる』（小学校 4・5・
6年用（左）と中学生用）
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を
図
っ
た
り
し
て
、「
新
た
な
防
災
教
育
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
。

　
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
は
、
防
災
教
育
推
進
指
導
員
養
成
講
座
（
上
級
編
）
の
修
了
者
五
六
人
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
被
災
地

の
学
校
で
避
難
所
運
営
に
携
わ
っ
た
経
験
の
あ
る
教
職
員
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
加
え
て
計
九
五
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。メ
ン
バ
ー

は
県
内
の
公
立
小
・
中
・
高
校
、
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の
教
諭
、
養
護
教
諭
、
事
務
職
員
、
栄
養
職
員
及
び
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で

あ
る
。

　
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
が
発
足
し
た
平
成
十
二
年
度
に
は
早
速
活
動
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
、
四
月
に
は
北
海
道
有
珠
山
噴
火
に
伴
う
支

援
の
た
め
に
、
北
海
道
教
育
委
員
会
の
要
請
を
受
け
て
県
教
委
は
三
人
を
派
遣
し
た
。
現
地
で
は
、
避
難
所
運
営
や
被
災
児
童

生
徒
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
助
言
を
行
っ
た
。
ま
た
、
同
年
十
月
に
は
、
鳥
取
県
西
部
地
震
が
起
こ
り
、
被
災
地
校
に
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
含
む
四
人
を
派
遣
し
た
。　

平
成
十
五
年
七
月
、
県
教
委
は
、
宮
城
県
北
部
地
震
に
係
る
調
査
、
研
修
会
の
講
師
派

遣
を
行
っ
た
。
翌
平
成
十
六
年
に
は
但た
じ
ま馬
地
域
の
水
害
に
係
る
支
援
の
た
め
に
二
九
人
を

派
遣
し
た
。
さ
ら
に
同
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
調
査
に
三

人
、
支
援
に
六
人
を
派
遣
し
た
。

舞
子
高
等
学
校
に　

環
境
防
災
科
の
設
置

平
成
十
四
年
四
月
、
全
国
で
初
め
て
「
防
災
」
を
主
な
学
び
の
対

象
と
し
た
専
門
学
科
「
環
境
防
災
科
」
が
県
立
舞
子
高
等
学
校
に

設
置
さ
れ
た
。
こ
の
学
科
の
教
育
理
念
は
、
命
の
尊
さ
や
助
け
合
い
の
す
ば
ら
し
さ
な
ど
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
防
災
教
育
を
推
進
し
、
共
生
社
会
に
お
け
る
人

写真 251　�新潟県・小学校の学校再開支援
（平成 16 年）
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舞
子
高
校
に
環

境
防
災
科
設
置

間
と
し
て
の
在
り
方
・
生
き
方
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
専
門
科
目
は
、
一
年
時
に
は
「
災
害
と
人
間
Ⅰ
」「
環
境
と
科
学
」
な
ど
三
科
目
。
二

年
時
に
は
「
人
と
社
会
」「
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
防
災
Ⅰ
」「
自
然
環
境
と
防
災
Ⅰ
」
な
ど
五
科

目
。
三
年
時
に
な
る
と
、「
卒
業
研
究
」「
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
防
災
Ⅱ
」
以
外
に
は
選
択
科
目

と
し
て
「
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
四
科
目
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
授
業
で
は
、

大
学
・
研
究
機
関
の
専
門
家
を
は
じ
め
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
行
政
関
係
者
な
ど
、
多

く
の
外
部
講
師
を
招
い
て
い
る
。
ま
た
、
震
災
関
係
の
社
会
教
育
施
設
や
神
戸
市
消
防
学

校
で
の
学
習
、
六
甲
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
多
彩
な
校
外
学
習
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
組
を
通
し
て
、
主
体
的
に
活
動
す
る
実
践
力
を
育
む
と
と
も
に
、
地
域
社
会

に
お
い
て
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
特
色
あ
る
取
組
の
一
つ
「
小
学
校
と
の
交
流
授
業
」
で
は
、
小
学
生
と
一
緒
に
地
域
を
歩
き
、「
安
全
マ
ッ
プ
」
づ
く
り
を

行
い
、
災
害
時
の
危
険
箇
所
や
安
全
な
場
所
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
高
校
生
が
学
ん
だ
震
災
の
教
訓

を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

写真 252　�小学生と防災マップ作りに取り組む
生徒たち（県立舞子高校）
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